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ほくしんこども園 

残暑は厳しいものの、朝夕の涼しい風に秋の気配を感じるようになりました。すこし日焼けをしてどこか

大人っぽくなった子どもたちを見て、大変嬉しく思います。残暑を乗り切り、元気に過ごしましょう。ま

た、夏の疲れが出やすくなる時期なので、ゆっくりお風呂に入り、たっぷり睡眠をとるなどして、体調を崩

さないように気を付けましょう。 

サイズの合わない靴やデザイ

ン優先の靴、また、はきぐせの

ついたお下がりの靴は、転倒や

けがの原因になるだけでなく、

子どもの足の骨や体全体の成長

を妨げます。子どもの成長は早

いので、シーズンごとにきちん

とサイズを測り、足にしっかり

フィットする靴を選びましょ

う。 

 

3・4・5歳は運動量が飛躍的に増える時

期。正しい歩き方を身につけながら、7歳

くらいまでの間に走る、跳ぶなど、基本的

な動作はほとんどできるようになりま

す。 足の骨も急速に発達し、土踏まずの

アーチも３歳ごろからつくられ始めま

す。 

 合わない靴は、足の発達だけでなく、姿

勢や運動能力にも影響します。こまめに

サイズをチェックし、正しい靴選びをし

てください。 

 

９月１日は防災の日、９月９日は救急の日です。もしもの時に備え、非常食や水、ラジオ、

懐中電灯などを用意しておきましょう。 

また、お子さまにも火事や地震が起こったらどのように行動すべきか、煙を吸わずに逃げ

る方法や地震の時は机の下に隠れるなど、日頃から繰り返し話し、緊急時に備えるように

しましょう。 

防災週間（８月 30日～９月５日） 

おうちの中にも事故やけがを招く危険な物がたくさんありま

す。事故を防ぐために、確認をしてみましょう。 

・子どもの手の届く場所に置いてはいけない物 

 （薬、洗剤、たばこ、ライター、ポット、炊飯器、包丁など 

 の刃物、針、子どもが飲み込める大きさの細かい物など） 

・踏み台になる物はベランダに置かない 

・コンセントなどをいたずらできないようにする 

・遊び食べに注意する（食べ物が喉に詰まることがある） 

・浴室には子ども１人で勝手に入れないよう工夫する 

防災の日 

〈非常時の持ち出し品の準備〉 

リュックの中には非常時の持ち物を

詰めておきましょう 

９月１日は「防災の日」です。いざという時に備

えて、ぜひ家族全員で確認をしてください。 

〈避難する場所〉 

避難場所がどこなのか、そこまでの

経路を確認しておきましょう 

〈地震で倒れやすい物がないか〉 

棚の上に置いてある物は下ろし、倒

れそうな物などは固定するなどの工

夫をしましょう 

〈家族がはぐれた場合の連絡方法〉 

はぐれた時の待ち合わせ場所や緊急

連絡先はいつも身に付けるようにし

ましょう 

救急の日 

●中身を点検しておきましょう（薬、ガーゼ、テ

ープ、爪切り、ピンセット、ばんそうこう、体

温計、脱脂綿、綿棒、包帯、はさみ、は入れて

おくと便利です）。 

●薬の使用期限は１年に１度は確認しましょう。 

●消耗品は使ったら買い足しておきましょう。 

ご家庭に救急箱はありますか？ お子さまがけが

をしたり、具合が悪くなった時にすぐに使えるよ

うに準備をしておきましょう。 

９月９日は救急の日です。 

子どもたちは、体操やダンス、鉄棒や跳び箱、マットなどの運動あそびを元気いっぱいしてい

ます。室温調整やこまめな水分補給、汗をかいたら着替えをして体調管理もしています。すこ

しでも涼しい日に園庭で遊べることを心待ちにしている子どもたちにとって、自分の足に合っ

た靴を履くということはとても大切なことです。これから、どんどん運動量が増えるこの時期

に、今一度靴の見直しをしてみてはいかかでしょうか。自分の足に合った靴を履くことで、ケ

ガの防止にもなります。下記の内容をぜひ参考にしてみてくださいね。また、帽子のゴムが伸

びていないか、ズボンのゴムが伸びていないか、爪が伸びていないかなどのチェックもお願い

します。 

元気いっぱいあそぼう！！


